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１．平成28年度調査結果

• 調査の目的・概要
• 調査結果

 中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果

調査の目的・概要
調査結果

 企業が立地する地域における変化
 全線開通に伴う今後の事業展開
 中国やまなみ街道の利活用にあたっての展望



【調査実施状況】

平成25年3月

松江自動車道
平26調査
◇アンケート調査 沿線企業（761社）

平25調査
◇アンケート調査 沿線観光施設･道の駅等（120施設）
◇ヒアリング調査 沿線自治体･観光施設･企業等（39社）

観光の状況

企業活動

②
 平成25年3月に松江自動車道（松江～三次）、平成27年3月に尾道自動車道（三次～尾道）が

それぞれ開通し、中国横断自動車道（中国やまなみ街道）が全線開通。

 中国地方を横断する（大半区間が）無料の高速道路の開通が、地域経済や地元企業の活動に
与える影響把握を目的に、沿線企業等を対象としたアンケート・ヒアリング調査を実施。

松江～三次間 開通 比

調査の目的

中間報告（平成26年7月）

平成27年3月

中国やまなみ街道

全線開通

◇アンケート調査 沿線企業（761社）

◇ヒアリング調査 沿線自治体･経済団体･企業等（12社）

企業活動
の状況

中国やまなみ街道の全線開通に伴う地域経済への波及効果(平成29年3月）

観光の状況

企業活動
の状況

（平成28年３月）
平27調査
◇アンケート調査 沿線観光施設･道の駅等（156施設）

◇ヒアリング調査 沿線自治体･観光施設等（17社)

平28調査
◇アンケート調査 沿線企業（683社）

◇ヒアリング調査 沿線企業（16社）
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松江～三次間 開通

松江～三次～尾道間

比
較

比
較



対象エリア

アンケート調査

1. 対象エリア
中国やまなみ街道の全線開通の波及効

果を受け易いと考えられる広島･島根県内

の６エリア毎に350社を抽出(合計2,100社)。

2. 対象業種
製造･卸売･小売･農林水産･飲食･宿泊･

建設の７業種を対象。

3. 調査期間
平成28年(2016年)4月18日 ～5月18日

三刀屋木次IC

吉田掛合IC

高野IC

雲南吉田IC

飯南町

出雲市

松江市

奥出雲町

安来市

雲南市

備北エリア

雲南エリア

松江・出雲エリア

54

183
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米子空港

平成２８年度調査の概要

調査の概要

平成28年(2016年)4月18日 ～5月18日

4. 回収状況
683件（回収率32.5%）

 ヒアリング調査

口和IC

三次東JCT.IC
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54
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54
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尾道北IC
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アンケート回答企業を中心に、エリア･業種
を考慮した上で、平成28年7月～10月に
16社を対象として実施。

2



(１) 利用率の変化
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 中国やまなみ街道全線開通後の利用率は、3年前の松江道開通後と比較し、物流で7.5
ポイントの増加、営業・出張では8.7ポイントの増加。

 エリア別では、今回開通した区間である尾道・世羅エリアで＋21.5ポイントと大幅増加。
備北･備後でも10ポイント以上の増加。沿線全線で活発に利用されていることが窺える。

【全体】

中国やまなみ街道の利用率（H25/3 松江道開通後とH27/3中国やまなみ街道全線開通後の比較）

調査結果１．中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果

【エリア別】
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中国やまなみ街道開通の影響は非常に大きく、交流人口が
増え、行動範囲も広がった（松江･出雲地域、製造業)

物流としては拠点間の大動脈が大事であり、広島～松江間
の大動脈が高速道路で結ばれるという点で、松江道は非常
に効果があった（広島地域、卸売業)

企業ヒアリング+8.7

※前回：H25/3松江道開通後、今回：H27/3やまなみ全通後 3



95.4%

91.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移動時間の短縮

中国やまなみ街道開通前（在来国道通行）

と比較して良くなったこと
中国やまなみ街道開通前(在来国道通行)と比較して良くなった点

 中国やまなみ街道利用者のほぼ全員が「移動時間の短縮効果」を実感。

 次いで「所要時間の見通しの立てやすさ」が約6割。企業活動においては、「時間が読める効果
（定時性)」を重要視していることが窺える。

 日常的に物流で利用する卸売業等からは「ドライバーの疲労軽減」を挙げる声も大きい。

(２) 開通前(在来国道)との比較

60.2%

58.2%

46.7%

17.5%

15.5%

12.8%

6.2%

1.1%

91.7%

54.8%

58.6%

43.3%

15.7%

11.7%

11.0%

7.4%

0.5%

移動時間の短縮

所要時間の見通しの

立てやすさ

ドライバーの疲労軽減

走行のしやすさ

交通事故の不安減少

積雪時の通行

休憩施設の充実

道路情報の充実

その他

今回(n=452)

前回(n=420)

（注）中国やまなみ街道を物流、営業等で利用した企業が対象

時間が読めるようになったことが最大のメリッ
ト。遠回りや多少の料金がかかっても高速道路
を使い、確実に到着することが重要。
（広島地域、卸売業）

高速道路は早さも大事だが、ドライバーの疲労
軽減効果も大きい。
（雲南地域、卸売業）

企業ヒアリング
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(３) 事業活動への効果・影響

51.6

60.0
（％）

中国やまなみ街道の利用による事業活動への効果・影響

 約４割の企業が「物流効率の向上｣｢顧客･取引先等への訪問効率の向上」を認識。
特に松江･出雲、広島、備北（今回開通）などのエリアの回答が高い。

 飲食･宿泊業では「取引先・商圏の拡大」効果への認識が高い。
高速道路開通の効果が物流に先駆け、観光等の人流でいち早く発現した結果と考えられる。

「物流効率が向上」 「顧客訪問効率が向上」 「取引先・商圏が拡大」

調査結果１．中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果
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物流効率が向上した(n=179)
顧客・取引先等への訪問効率が向上した(n=175)
取引先・商圏が拡大した(n=77)
商談・見学等の来訪者が増えた(n=63)
他社との競争が高まった(n=23)
販売・売上が増加した(n=21)
通勤圏が広がり人材確保が容易になった(n=18)

「物流効率が向上」 「顧客訪問効率が向上」 「取引先・商圏が拡大」
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物流効率が向上した(n=179)
顧客・取引先等への訪問効率が向上した(n=175)
取引先・商圏が拡大した(n=77)
商談・見学等の来訪者が増えた(n=63)
他社との競争が高まった(n=23)
販売・売上が増加した(n=21)
通勤圏が広がり人材確保が容易になった(n=18)



(４) 取引先・商圏の拡大

 取引先・商圏エリアが中国やまなみ街道に沿って南北に拡大しつつある。

 やまなみ街道の全線開通により、拠点都市間の連携が進むなど交流圏が拡大しつつある。
松江･出雲、雲南では「広島」への取引先・商圏が最も拡大
新たに開通した備北では 「尾道･世羅」「備後」へ、尾道･世羅では「備北」へ拡大

企業ヒアリング

取引先･商圏が拡大したエリア

17.1%

4.9%

18.2%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

松江・出雲

雲南

〈松江・出雲〉取引先・商圏が拡大したエリア

自地域

松江･出雲
11社15社

n=172社

6

飛躍的に商圏が広
がった。これまで考
えていなかった福山
と取引が始まった。
（雲南地域、農林水
産業）

中国やまなみ街道の
開通に伴い、営業範
囲を四国まで拡大し
た。四国からの宿泊
客も増えている。
（松江･出雲地域、宿
泊業）
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中国やまなみ街道全通による

立地地域の変化

〔山陰・山陽間、大都市圏への

 中国やまなみ街道沿線の83％が山陰･山陽間の「心理的距離の短縮」を実感。なかでも
松江・出雲では90％以上が「そう思う」 「多少そう思う」と肯定的な回答。

 他にも、「事業活動の安心感が高まった」（54％）、「他地域との連携・交流機運が高まった」
（55％）など、多くの企業が全通によるメリットを感じている。

そう思う 多少そう思う 変わりはない 低下した

【全体】 「山陰・山陽間、大都市圏への
心理的距離が縮まった｣【エリア別】

中国やまなみ街道の全線開通による地域の変化

(１) 全線開通に伴う影響･効果

調査結果２．企業が立地する地域における変化
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心理的距離が縮まった〕
そう思う 多少そう思う 変わりはない 低下した

山陽側と心理的な距離が近くなった。
（松江･出雲地域、製造業）

松江から広島までがとても近くなり、
道路開通のメリットは大きい。
（松江･出雲地域、宿泊業）
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40.7

35.0

30.3
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43.2
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50.5

0.2
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1.1

3.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(今回, n=630)

(前回, n=729)

(今回, n=623)

(前回, n=722)

(今回, n=624)

(前回, n=726)

(今回, n=617)

(前回, n=699)

山陰・山陽間、大都市

圏への心理的距離が

縮まった

2本の幹線道路の存在

により、事業活動上の

安心感が高まった

他地域との連携・交流

機運が高まった

人流・物流が活発にな

り、地域が活気づいた

企業ヒアリング
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(２) 連携・交流機運の高まり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う 多少そう思う 変わりはない 低下した

 「他地域との連携･交流機運が高まった」と感じた企業は松江･出雲で最も多く、約７割。
他のエリアでも５割以上の企業が連携･交流機運の向上を感じている。

 業種別では「宿泊業」で「そう思う」と回答した企業が多い（28％）。中国やまなみ街道の開通
に合せて「しまなみ・中国やまなみ沿線観光協会連絡協議会」が設立されるなど、観光関係
の連携・交流機運が高まりを見せている。

中国やまなみ街道の全線開通による地域の変化

0 10 20 30 40 (%)

「他地域との連携・交流機運が高まった｣【エリア別】 「他地域との連携・交流機運が高まった」
【業種別】(｢そう思う」と回答した割合）
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松江・出雲(n=118)

雲南(n=116)

備北(n=126)

広島(n=76)

尾道・世羅(n=109)

備後(n=76)

やまなみ街道沿線だけでなく、しまなみ海道まで含んだ「しまなみ・やまなみ」
でのイベントや会合が増えた（尾道･世羅地域、卸売業）
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企業ヒアリング

8



(１) 新たな事業展開への意向

0 10 20 30 40 50

何らかの事業展開を

考えている割合

(%)
15.3%

0% 10% 20% 30%

〈全体〉新たな事業展開の意向

 沿線企業の4社に1社（25％）が今後、何らかの事業展開を考えている。
地域別には、「松江･出雲」で39％、「尾道・世羅、備北」で30％の企業が意向を持つ。

 具体的には、「他地域の新規顧客の開拓」が最も多く(15％)、「顧客サービスの充実」(11％)
「他地域の協業･連携先の開拓」(7％)。他地域での販路拡大を視野に入れた事業展開を
見据えていることが窺える。

何らかの事業展開を考えている割合 新たな事業展開の意向

調査結果３．中国やまなみ街道の全線開通に伴う今後の事業展開
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1.6%
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0.9%

他地域の新規顧客の開拓

顧客サービスの充実

他地域の協業・連携先の開拓

既存の拠点等の拡充

新たな拠点等の開設

拠点等の移転

その他
今回(n=594)
前回(n=687)

やまなみ街道を活用して、備後・備北エリアに
商圏を拡大していきたい（雲南、農林水産業）

山陰地域へ販路を増やしていくことを考えてい
る。（尾道・世羅地域、製造業）

企業ヒアリング
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(２) 新規顧客の開拓意向

松江･出雲

5社

3社

8社

新規顧客の開拓意向

n=92社

新規顧客の開拓意向

 「他地域の新規顧客の開拓」の対象エリアは、松江･出雲、雲南で「広島」が第１位。
松江･出雲では「四国」が第2位。山陰と四国が高速道路で直結した効果が表れている。

 松江・出雲の製造業・建設業では取引先拡大の意向が。ビジネスマッチングの活用希望な
ど、既に取引先・商圏が拡大する観光以外の産業でも、やまなみ街道を活用した事業拡大
意向が広範囲・多業種で醸成されつつある。

企業ヒアリング

尾道･世羅

8社

雲南

備北

備後広島

5社

14社

4社

8社

8社
8社

（注）実線は１位、点線は２位

7社

3社

9社

四国地方

9社
5件

ビジネスマッチング等の機会に取引先を探して

いる。（松江･出雲地域、製造業）

山陰地域は人口規模が少なく商圏として考えて

いなかったが、やまなみ街道開通後に来客数が

増えた。今後は広域的に周遊できる対象地域と

して営業していきたい。

（尾道･世羅地域、農林水産業(観光施設運営)）

移動時間が短縮され、同じ距離でも滞在時間が

長く取れるようになり、営業先を増やすなど顧

客の新規開拓ができる。

（尾道･世羅地域、卸売業）

10



(１) 安全面への配慮

0% 10% 20% 30%

中国やまなみ街道の利用にあたり求めるもの
（n=594）

 中国やまなみ街道に今後求めることとして道路整備･安全面への期待が高い。
「片側１車線（対面通行）の解消」が最多(28%)。次いで「緊急対応（事故･大雪等の異常気象
等）の改善」(15％)。

 高速道路から降りずに立寄れるサービスエリア・パーキングエリアの整備（トイレ・給油利用）
などの声も。

中国やまなみ街道の利用にあたり求めるもの

調査結果４．中国やまなみ街道の利活用にあたっての展望

29.3%

15.3%

14.8%

14.5%

12.9%

11.8%

1.4%

0% 10% 20% 30%

片側１車線（対面通行）の改善

緊急事象への対応改善

アクセス道路の整備

休憩施設の充実

接続する山陰道の延伸による

ネットワークの拡大

広島空港へのアクセスの改善

その他

片側１車線では定時性が確保できない(遅く

なる)片側２車線化で定時性が更に高まる。

（雲南地域、農林水産業）

片側１車線では事故時に通行止めのリスクが

ある。安全のため、事故時に対向車乗り越え

を防ぐ中央分離帯の設置を。

（松江・出雲地域、製造業）

高速道路は少額でも有料化することで、日常

利用者の過度の乗入れを抑制し渋滞緩和に寄

与するのでは。（松江・出雲地域、建設業）

企業ヒアリング
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(２) 広島空港へのアクセス

16.6

11.0

松江・出雲

雲南

広島空港へのアクセスの改善

（n=163）

■中国やまなみ街道の利用にあたり求めるもの
「広島空港へのアクセスの改善」地域別割合

 「広島空港へのアクセスの改善」への希望は、備北が33％、松江・出雲地域でも16％。

 松江・出雲地域の事業者からは、出雲・米子空港の「東京便運賃の高さ」「国際便就航数
の少なさ」を受け、「フライトロードが整備されれば広島空港利用も増える可能性がある」と
の意見など、広島空港アクセス改善への期待が山陰側でも見られる。

三次東JCT.IC

吉舎IC
三良坂IC

山陰方面からの広島空港利用の促進イメージ

フライトロード未整備

中国やまなみ街道の利用にあたり求めるもの

「広島空港へのアクセスの改善」地域別割合

11.0

33.7

16.0

14.7

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0

雲南

備北

広島

尾道・世羅

備後

（％）

出雲･米子便の料金が高いため、松江から岡山

空港を利用する人も。広島空港は遠い印象があ

るが、無料の高速道路で繋がれば、岡山空港の

代わりに使う人が出るだろう。

（松江･出雲地域、建設業)

松江･出雲から広島空港まで無料の高速道路で
行けるようになれば、広島空港利用も増えるの
では。（松江・出雲地域、製造業）

広島空港は国際線や札幌便を利用。フライト
ロードができれば、山陰の周遊観光や東京便
利用にメリットが。(松江･出雲地域、宿泊業）

企業ヒアリング

甲奴IC

世羅IC

尾道北IC

尾道JCT

フライトロード未整備
区間の早期整備

甲奴・世羅ＩＣから広島
空港への分かりやすい
案内看板の設置など、
既存道路の空港への
アクセス利便性向上
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36.3松江・出雲

接続する山陰道の延伸による

ネットワークの拡大 （n=179）

(３) 山陰自動車道への期待

今後の期待（沿線企業ヒアリング）

 松江・出雲地域を中心に山陰のネットワーク拡大を希望（松江･出雲36％、雲南21％）。
日常的な物流を担う事業者などにおいて、高い整備要望を確認。

 整備効果として、雇用範囲の拡大効果、観光客流動の変化（松江・出雲と萩との連携）、

九州を商圏と捉えた事業拡大等の意見あり。

調査結果４．中国やまなみ街道の利活用にあたっての展望

島根県内には自県産の生鮮食料品を求める声が多く、浜田まで
の山陰道開通には大きな影響がある。（雲南、農林水産業）

現在、島根の東部と西部を結ぶ物流は少ない。山陰道開通によ
り、西部の産品も東部に入ってくるなど、物流の増加を期待。

中国やまなみ街道の利用にあたり求めるもの

「接続する山陰道の延伸によるネットワーク拡大」

地域別割合

36.3

21.8

9.5

12.3

10.6

8.4

0.0 10.0 20.0 30.0

松江・出雲

雲南

備北

広島

尾道・世羅

備後

（％）
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（雲南、卸売業）

現在、萩まで４時間かかるところが、山陰道ができると観光客
の動きが変わり、萩も周遊圏内となる。萩は世界遺産にもなり、
まちも変わってきている。（松江・出雲、宿泊業）

萩・津和野まで繋がれば、更に広域的な観光ルートを遠方の旅
行会社に提案できることになり、ありがたい（尾道・世羅、農
林水産業（観光施設運営））

山口県、中国道まで繋がると九州へのルートができる。距離の
壁が低くなり、九州を新たな商圏と捉える業者も出てくる。
（松江・出雲、建設業）

山陰道ができると、大田が通勤圏内になるなど雇用範囲の拡大
に繋がる（松江・出雲、製造業）



(平成28年12月末)

計画延長 供用中延長事業中延長調査中延長

(km) (km) (km) (km)

約380  170(45%) 98(26%)  112(29%)

鳥取県 約88 57(65%)  17(19%)  14(16%)

島根県 約177 98(55%)  62(35%)  17(10%)

山陰道全体

 山陰自動車道への期待等について、
行政機関、経済団体、調査機関を

対象としてヒアリング調査を実施

したところ、同道路の整備（延伸）に
よる山陰と九州との連携拡大が期待さ

れる一方で、全通に向けた課題等も

挙げられた。

【山陰道の整備状況】
 山陰自動車道の整備状況については、
依然として供用率45％に留まっており、

特に山口県内の整備の遅れが大きい。

（出典）中国地方整備局

島根県 約177 98(55%)  62(35%)  17(10%)

山口県 約115 15(13%)  19(17%) 81(70%)

鳥取県内は大体の目途が付いた。島根県内では、既に
暫定片側１車線で整備された区間の片側２車線化が課
題として挙げられる。

山陰エリアは、地震の少ない地域であり、中国やまな
み街道をはじめとする交通インフラが整備されるなど
企業立地向上に向けた条件面が整ってきたと言える。

圏域ごとに広域消防本部があり、救急医療体制の側面
からみてもこの生活圏ネットワークは重要な意味を持
つ。Ｂ／Ｃばかりでなく、こういった視点も重要。

アリング）

山陰道が萩まで繋がることにより、九州方面からの広
域的な物流ネットワークの構築が見込まれる。

山陰には萩から鳥取までの広域観光周遊ルートがあり
、「山陰DMO」「広域観光周遊ルート」「インバウ
ンド」といった視点で山陰道の活用が期待できる。

道路が繋がることにより通勤圏や人の流れの拡大、Ｕ
・Ｉ・Ｊターンの増加を期待。山陰道を地方創生にど
う絡めるかが重要。

14

今後の期待・課題等（沿線行政機関・経済団体等ヒアリング）



２．中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果・今後の方向性

山陰・山陽間の広域的な物流・人流の拡大
沿線の地域振興に向けた取組の活発化
沿線の経済活動の拡大、交流・連携の進展
中山間地域における地域内ネットワークの拡大



全線開通に伴う波及効果 今後の方向性

２.沿線の地域振興に向けた取組の活発化

１．山陰・山陽間の広域的な物流・人流の
拡大

沿線の観光拠点の整備
農作品のブランド化、地元農業の活性化

より広域的な
ネットワーク
形成へ

地域拠点整備を
活かした更なる
地域の振興へ

県境を越えた取引先・商圏エリアの拡大
観光の広域化、広域連携の促進広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ロ
ー

中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果及び今後の方向性（全体像）

山陰自動車道の整備
フライトロードの整備
広域周遊ルートの拡大

ローカルハブの強化
地域農業の活性化
高速道路沿線から外れ
た地域の活性化

３.沿線の経済活動の拡大、交流･連携
の進展
販路拡大など新たな取組の進展
新たな工業団地の造成・分譲
産業における新たな広域連携の活発化

高速道路整備を
契機とした企業
活動の活性化へ

４.中山間地域における地域内ネット
ワークの拡大

通勤,医療,買物等の日常生活圏の拡大
高速道路ICを起点とした交通アクセス向上

高速道路整備効
果を積極的に捉
えた中山間地域
の居住促進へ

ワ
ー
ク

ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地域内ネットワーク

事業拡大・連携の促進
結節点の強みを活かし
た物流・産業拠点

中山間地域での居住
促進

通勤圏拡大による雇
用確保

15



１．山陰・山陽間の広域的な物流・人流の拡大

取引先・商圏の拡大観光等の人的交流の活発化

○陰陽の交流の双方向化に加え、しまなみ海道・
山陽道との接続により、関西や四国･九州など
集客範囲が拡大。

○沿線企業アンケートでは、約4割の企業が
やまなみ街道の全線開通による「取引先・
商圏の拡大」効果があったと回答。

○観光ルートの広域周遊化により、宿泊型ツアー
が創出

全線開通
に伴う効果

観光：

産業：広域的な物流効率が向上、県境を越えた取引先・商圏エリアが拡大

中国やまなみ街道と中国道、山陽道、しまなみ海道等が接続した高速
ネットワーク効果により、観光ルートが広域化

中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果及び今後の方向性

17.7

16.7

13.2

27.5

15.2

17.9

8.9

23.0

26.0

27.6

19.8

13.0

24.4

24.4

59.0

57.3

57.9

52.7

71.7

57.7

66.7

0.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=434)

松江・出雲(n=96)

雲南(n=76)

備北(n=91)

広島(n=46)

尾道・世羅(n=78)

備後(n=45)

中国やまなみ街道利用による

事業活動への効果・影響

〔取引先・商圏が拡大した〕

そう思う 多少そう思う 変わりはない 縮小した
三刀屋木次IC

吉田掛合IC

高野IC

口和IC

三次東JCT.IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

雲南吉田IC

三良坂IC

尾道北IC

尾道JCT

三刀屋木次IC

吉田掛合IC

高野IC

口和IC

三次東JCT.IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

雲南吉田IC

三良坂IC

尾道北IC

尾道JCT

が創出

高速道路ネットワークに

より四国･関西･九州方面

へ交流範囲が拡大

陰陽間の人的交流の
双方向化が加速

関西

四国

九州

松江・
出雲

尾道・
福山山陽道

しまなみ海道
広島
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中国地方の高速道路ネットワークの更なる強化
に向けた山陰自動車道の整備促進

山陰道整備により中国地方に形成される格子状
の幹線道路網を活用し、陰陽間の更なる連携強
化を促進、広域的な観光・産業振興を活性化

中国地方の道路ネットワーク、拠点空港･港湾
など、交通モードを越えた広域連携を促し、人
流・物流を促進

より広域的なネットワーク形成へ今後の方向性

17

三次東JCT.IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

三良坂IC

尾道北IC

尾道JCT

広島空港と山陰を結ぶ広島中央フライト
ロードの整備促進

拠点空港･港湾をゲー
トウェイに地域内の
各地を広域周遊

広島中央フライト
ロードの整備によ
る山陰からの広島
空港利用の増加

高速道路ネットワークと各地域の空港・港
湾等の連携による、広域周遊ルートの拡大

山陰方面の
周遊ルート増加



２．沿線の地域振興に関する取組の活発化

○道の駅を地域特産の販売拠点としながら、
域内バリューチェーン(農産品生産･加工･販
売･PR等)を地元生産者が連携して構築
○ 地元産にこだわる商品開発･ブランド化に

○沿線道の駅では地域資源を活用し、道の駅が各
地方のローカルハブとしての役割を果たしなが
ら地域毎の特色を活かした取組を展開する。

地域の観光情報拠点 地元産品の販売拠点

中国やまなみ街道のＩＣ近辺に道の駅が整備されるなど、沿線地域において観光
情報拠点、物販拠点、宿泊機能等が充実

道の駅を地域特産品の販売拠点と位置付け、品質の高い野菜・特産品を活かした
農作物・加工品のブランド化が進展

全線開通
に伴う効果

中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果及び今後の方向性
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○ 地元産にこだわる商品開発･ブランド化に
より、地元農業の活性化を推進

道の駅を起点とする地域内経済循環

道の駅

情報拠点

や
ま
な
み
街
道

観光農園

観光施設

物販施設

飲食店

産直市

観光花農園

宿泊施設

産直市

道の駅を起点とする送客

や
ま
な
み
街
道

や
ま
な
み
街
道



地域拠点整備を活かした更なる地域の振興へ

｢地域特産品の販売拠点化・ブランド化｣
｢地域の観光情報拠点化｣など、

地域資源を活用しながら地域振興施策を

横展開し、各地域の自立的展開を促進。

沿線道の駅等がローカル･ハブの役割を果たし
ながら、地域毎の特色を活かした取組を展開

地域の農作物・加工品のブランド化、販売
促進などにより、地域内経済循環を促進

道の駅を拠点とするバリューチェーンの強化

物販拠点での地域産品拡大による雇用誘発
（地域内の農業生産･加工品製造増へ繋ぐ)

Ⅰターンなど新規参入者の誘致等による農
産物の地域生産者の増加、農業振興の促進

地元産にこだわった商品例

地域ブランドの地域特産品に

今後の方向性
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高速道路(中国やまなみ街道)に並行する在来国道
(54号等)沿線地域の活性化に向けた取組推進

販売 ＰＲ

生産加工

高速ネットワークから離れる立地条件の不利
を地域密着型のサービス提供※等の差別化に
より地域の強みへと転じ、地域活性化を推進

地域ブランドの
創出･認知度

向上

地域生産者
の需要拡大

地域特産品に
よる収益の
創出・拡大

地域雇用の
創出・拡大

※(例)地域食材レストラン
高齢者向け食事宅配サービス
サイクリングロード･関連施設の整備など



３．沿線の経済活動の拡大、交流・連携の進展

沿線企業では、物流効率や顧客・取引先への訪問効率が向上するなどの効果が
発現し、様々な業種で営業範囲の拡大、新規顧客獲得に向けた取組が活発化

三次や出雲斐川など、高速ネットワークの結節点を中心に工業団地開発が加速
尾道･松江･松山･今治での合同会頭会議の開催等、新たな広域連携が進展

沿線地域の連携活発化沿線地域の営業範囲の拡大
○中国やまなみ街道全通にともない、沿線企業の
取引先・商圏エリアは中国やまなみ街道に沿っ
て南北に拡大。
○沿線企業の１／４は、高速道路開通を契機に新
たな事業展開を検討。

○地域の経済圏域を越える産業･企業交流が進展。
山陰･山陽、四国との間の交流促進策が具体化へ

全線開通
に伴う効果

(11月開催)
｢ビジネスマッチング商談･展示会2016in松江｣

中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果及び今後の方向性
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三刀屋木次IC

吉田掛合IC

高野IC

口和IC

三次東JCT.IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

雲南吉田IC

三良坂IC

尾道北IC

尾道JCT

松江
出雲

雲南

尾道
世羅

備北

広島
備後

たな事業展開を検討。
商談会･展示会に参加して有意義だった内容（複数回答）

当日の商談見通し 商談の成果(3か月後時点)

H27結果：134社が参加、延528件の商談を実施



セミナー、商談会等の開催

高速道路整備を契機とした新たな事業拡大、
事業連携の活性化
・他地域との交流･セミナー等の活用により、沿
線企業(主に中小規模事業者)に対する事業拡大
の支援(ローカルネットワークの構築)を促進。
・沿線企業間の事業連携に向けた商談会等、企業
マッチング・コーディネートを促進。

交通結節点の強みを活かしたインターチェン
ジ周辺での物流拠点・工業団地等の整備促進
・やまなみ街道と山陰道（中国道･山陽道）が
結節するインターチェンジの近隣(例:三刀
屋･三次等)において、高速ネットワーク効果
を活かした物流拠点整備や企業誘致を促進

高速道路ネットワーク整備を契機とした企業活動の活性化へ

物流拠点整備による機能強化イメージ

今後の方向性

企業の物流活動を担う中国やまなみ街道にお
ける暫定２車線区間に対する安全対策の促進
・付加車線や中央分離帯の強化、除雪基地の整

備等、暫定２車線区間の安全性を向上させる

取組を推進。

三刀屋木次IC

吉田掛合IC

高野IC

雲南吉田IC

インターチェンジ
周辺における物流
拠点整備等の機能
強化

同業種の事業連
携による業務効
率化の推進

高速道路を活
用した事業拡
大支援
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米子・鳥取

岡山・関西九州･広島

山口･大田



○中国やまなみ街道の全線開通にともない、通勤圏、医療圏、買物圏等の地域内ネットワークは
同高速道路に沿って南北軸を中心に拡大。

４．中山間地域における地域内ネットワークの拡大

出雲市中心部のショッピングセンターの商圏拡大

無料区間を利用した通勤圏、医療圏、買物圏等の地域内ネットワークが拡大
高速道路ICを起点とした交通アクセスが向上（高速料金無料の特性を活用）

通勤圏、医療圏、買物圏等の地域内ネットワーク拡大

全線開通
に伴う効果

三次中央病院による広域医療体制

中国やまなみ街道の全線開通に伴う波及効果及び今後の方向性
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市立三次中央病院は，県北唯一の産科や24時間
小児救急医療など備北圏（三次・庄原）の基幹
病院の役割だけでなく、隣接する市町、島根県
出雲地方南部を含む広域的な医療圏を有してい
ます。（同病院ホームページより）

吉田掛合IC

高野IC

口和IC

三次東JCT.IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

雲南吉田IC

三良坂IC

尾道北IC

★三次中央病院

三次中央病院の
医療範囲イメージ

★

30km

三刀屋木次IC

吉田掛合IC

高野IC

口和IC

雲南吉田IC

既存商圏
（イメージ）

やまなみ街道
開通による
商圏の拡大
（イメージ）

山陰道整備
による商圏
の拡大
（イメージ）



中国やまなみ街道利用による

事業活動への効果・影響

〔通勤圏が広がり人材確保が容易になった〕

 日常生活圏の拡大効果を積極的に捉えた中山間地域の居住促進への展開
 通勤圏の拡大を活かした雇用範囲拡大（雇用確保）

中山間地域の居住促進・雇用範囲の拡大イメージ

・「高速料金無料」の特性を活用した日常生活圏の拡大効果を積極的に捉え、移住・定住
に向けたＰＲ等、中山間地域への居住促進施策を展開。

・中国やまなみ街道沿線の立地企業に対し、無料の高速道路による通勤圏拡大メリットを
活かした雇用範囲の拡大を促進。

高速道路整備効果を積極的に捉えた中山間地域の居住促進へ

やまなみ街道利用による事業活動への効果･影響

三次東JCT.IC

三良坂IC ・雇用範囲の拡大

今後の方向性
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そう思う 多少そう思う 変わりはない 困難になった

全通後１年程度の時点では未だ通勤圏
の拡大効果はあまり見られていない

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

IC

尾道北IC

尾道JCT
★

30km

やまなみ街道
開通による
通勤圏の拡大

既存通勤圏
（イメージ）

・雇用範囲の拡大

・中山間地域の居住
促進への展開
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